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本年４月に本省から移管した動物用医薬品等の承認

審査及びその関連業務も半年が経過し、ようやく地に

足が着いて来た。厳しい財政事情下で、審査事務室の

設置及び審議会を開催するために既存施設を急遽改修

したものの、申請者や相談者の控え室が確保できず、

通路で待機して頂く等のご不便をおかけしていること

が心苦しい。

さて、８月に36年ぶりに馬インフルエンザの感染馬

が確認され、各地の競馬開催が一時中止される事態と

なった。現在の馬インフルエンザ不活化ワクチンの予

防効果は比較的高いようであるが、その限界を知ると

ともに、弛まぬ製剤改良や迅速・高精度な診断法の開

発の必要性を改めて感じた。

また、さる９月11日に豚コレラ清浄化記念大会が都

心で開催された。本病の清浄化のために我が国で開発

されたGPE－株生ワクチン及び各種診断方法と官民一

体となった防疫対策が大きく貢献してきた。

一口にワクチンといってもその効果は、感染予防、

発症予防、症状の軽減、産卵率・増体率低下の軽減等

といった程度の違いがあり、豚コレラ生ワクチンは優

等生の筆頭であろう。しかし、ワクチンに頼る限り、

病気との共存状態から抜け出せないことから、本病の

清浄化のためのワクチン接種中止は、大きな決断であ

った。

当所は、レギュラトリーサイエンスを支えるために

動物用医薬品の安全性確保等に必要な種々の業務を実

施し、我が国における家畜防疫対策、畜水産物中の医

薬品残留防止対策等の動物衛生・薬事に関する行政事

務の技術的部分を担っており、医薬品等に関する情報

の収集、整理、提供や新技術への素早い対応が求めら

れている。

引き続き、所員が一丸となって検査・審査技術の向

上に努め、品質、有効性及び安全性に優れた医薬品等

の速やかな市場への提供に寄与していきたい。

見学者

19. 7. 5 東京農工大農学部獣医学科（９名） 引率：森山浩光非常勤講師

19. 8. 31 平成19年度病性鑑定特殊講習会受講者（９名） 引率：（独）農業・食品産業技術総合
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所員研修

19. 7.  2～ 6 技 齋藤　明人 ＪＳＴ基本コース研修 国家公務員研修センター

19. 7.17～31 技 笛吹　達史 内在性レトロウイルス検出法に関する技術の修得 京都大学ウイルス研究所新興

ウイルス感染症研究センター

19.7.30～8.3 技 小島　明美 平成19年度管理監督者研修 農林水産研修所

19. 8.30～31 技 齋藤　明人 平成19年度評価・監査中央セミナー 中央合同庁舎第２号館講
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